
 

2021 年 11 月 17 日 
 

～小児がんの子どもたちを応援するアヒル型ロボット～ 
My Special Aflac Duck の累計寄贈数が 1,000 羽を突破 

 

アフラック生命保険株式会社（代表取締役社長：古出 眞敏）は、2021 年 10 月末時点にお

いて、小児がんの子どもたちを応援するアヒル型ロボット「My Special Aflac Duck」の病院

や支援団体への累計寄贈数が 1,000 羽を突破したことをお知らせいたします。 
 

「My Special Aflac Duck」は、治療そのものとどう向き合うかはもち

ろんのこと、同世代の子どもと同じような生活ができないことや、大人

に囲まれた入院生活などさまざまな課題を抱える小児がんの子どもたち

を応援するために、米国で開発されたアヒル型ロボットです。当社は、

2019 年から「My Special Aflac Duck」を小児がん患者の子どもたちと

そのご家族の支援に取り組む病院や支援団体へ寄付する活動を展開して

おり、合計 55 施設に対しての累計寄贈数が 1,000 羽を超えました。 
 

当社は、「生きる」を創るリーディングカンパニーへの飛躍を目指し、最も長くがんと

向き合い、最も多くのがんと闘う方々を応援してきた生命保険会社として、これからも小

児がんをはじめとするがんに関わる幅広い社会的課題の解決に取り組みながら、すべての

ステークホルダーから信頼される会社であり続けるよう努めていきます。 

 
 「僕のアフラックダックは『楽男（らくお）』と名付けました。どんな困難も楽々

乗り越えていけるように！の願いを込めてです。羽の下側を撫でると楽男が笑う

のがとてもかわいくて、楽しい気分になります。」（小児がん患児） 
 「息子が気持ちカードをダックちゃんの胸に当てて色々な気持ちを確認したり、

肌触りがよくギュッと抱きしめて話しかけたりしています。早速、入院中の相棒に

なっています。」（小児がん患児のご家族） 
 「人間の言葉ではない『アヒル語』というところが、素敵なところだと思います。入

院しているこどもたちは、病気になったことや、病院でのさまざまな経験から、同

じように言葉では表現できない思いや、複雑な思いを抱いています。その思いにそ

っと寄り添ってくれるのが、アフラックダックではないかなと思います。」（三重大

学医学部附属病院小児科 CLS* 吉崎 さやか様） 
*Child Life Specialist の略で、医療環境にある子どもや家族に、心理社会的支援を提供する専門職。 

 
 
 
 
 
 
 
 

【小児がん患児やそのご家族、医療スタッフからの声（抜粋）】

My Special Aflac Duck 



 

 

 
 

2019 年 3 月 29 日 

 

～ 小児がんの子どもたちを応援するアヒル型ロボット ～ 

My Special Aflac Duck の提供について 

 

 

アフラック生命保険株式会社（代表取締役社長：古出 眞敏）は、米国においてアフラ

ック（米国）とロボット等の開発を手掛けるスタートアップ企業 Sproutel 社が共同開発

したアヒル型ロボット「My Special Aflac Duck」を日本でも提供します。 

 

My Special Aflac Duck は、治療の辛さはもちろんのこと、同世代の子どもたちと同じ

ように自由に遊んだりすることができないなど、さまざまな課題を抱える小児がんの子ど

もたちを応援するために米国で開発されたアヒル型ロボットです。米国での開発にあた

っては、1 年以上の期間をかけて 100 名以上の小児がんの子どもたち、医療関係者や児童

心理学者などの専門家とテストを通して改善を重ねてきました。現在、米国では小児病院

などを通じて小児がんの子どもたちへ提供しており、2019 年末までに米国内で 1 万羽の

提供を予定しています。 

 

当社は、こうした活動を日本でも展開すべく、関係法令等に従った諸手続きの完了を前

提として、これまで当社とともに小児がん支援に取り組んできた団体や病院を通じて、My 

Special Aflac Duck を提供していきます。本年については 2 団体・7 病院と協議のうえ 7

月以降の提供開始を予定しており、この中で、日本における My Special Aflac Duck の受

容性や課題を確認しながら来年以降の取り組みを計画していく予定です。 

 

なお、4 月 20 日に東京・お台場で開催する「ゴールドリボンウオーキング 2019」にて、

My Special Aflac Duck の紹介と直接触れ合うことができる専用ブースの設置を予定して

います。 

 

アフラックは、ペアレンツハウスや奨学金制度の運営のほか、小児がんに関する啓発活

動など小児がんの子どもたちとそのご家族に対する支援に長年取り組んできました。今般、

My Special Aflac Duck の提供を通じて、小児がんの子どもたちの更なる QOL 向上に貢

献してまいります。 
 

 

 

参考 



 

■ My Special Aflac Duck について 

 

 

 

 

 

 

 

■ Sproutel 社について 

名称 Sproutel 社 

事業内容 ロボット等の設計・開発 

設立年月 2012 年 2 月 

所在地 米ロードアイランド州（60 Valley St Ste 29, Providence, RI, United States） 

代表者 アーロン・ホロウィッツ（Aaron Horowitz） 

 
 
■ 小児がんの子どもたちの支援活動 
アフラックは、小児がん経験者が笑顔で暮らせる社会を目指し、以下の活動を展開しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙 
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